
　大学卒業後、世界有数の大企業であるパナソニックに就職しました。しかし、
実際に働いてみると、組織を超えた横の交流やつながりがない、やりたいことを
提案してもなかなか受け入れてもらえないなど、大企業ならではの弊害に気付き
ました。このような場合、社員にできることは３つしかありません。1.辞めるか、
2.染まるか、3.変えるか、です。私は1も2も嫌だったので、変えるという選択肢を
取ることにしました。具体的には、入社６年目の時に「One Panasonic」という
若手主体の有志団体を立ち上げたのです。この団体では、若手同士、経営幹
部と若手、さまざまな部署の部課長クラスと若手社員がつながる機会を作り、
縦、横、斜めすべての関係で交流を重ねることで、部署や役職の壁を越えて自
由に意見を言える関係性を作っていきました。この活動をSNSで発信している
と、他の多くの大企業の若手から「同じ悩みを抱えているからぜひ一緒に活動
したい」というメッセージが寄せられたため、2012年、「ONE JAPAN」を立ち上
げました。目的は基本的に「One Panasonic」と同じで、大企業病の打破によ
っていきいきと楽しく働ける会社員を一人でも増やし、日本をよりよくするという
ものです。「ONE JAPAN」は立ち上げ後、どんどん参加企業が増え、現在で
は50社1700人にまで大きくなっています。これまでの活動で、自分から発信し
たり組織に働きかけるなど、一歩踏み出す若手が確実に増えており、目指すべ
き目標に近づいているという手応えを感じています。
　私はこれまで、One Panasonicの代表、そしてONE JAPANの共同発起人
の一人としてこの活動にプライベートのほとんどを捧げてきました。しかし今年い
っぱいでパナソニックを退社し、妻と一緒にまずは日本一周、その後世界一周の
旅に出る決断をしました。こう言うと、上記のような実績も出してきた大企業を辞
めてそんなことをするなんて大丈夫かと思う人もいるでしょう。でも私はこの決断
を下す時、何の不安も迷いもありませんでした。むしろワクワク、楽しみという感情
の方が断然大きい。なぜなら、人生の選択肢は無限にあって、何を選んだとして
も間違いじゃない。そのうえで、この旅ではこれまで学んできたことを一度捨てて
一から新しいことを学び直すことによって、自分自身をアップデートすることができ
るから。そして、日本や世界を回って実際に企業で働くさまざまな人に会うなどし
て、自分の目と耳と足で得た世界の最新の働き方や社会の状況をONE 
JAPANにフィードバックすることで、この後の人生で、働く人 を々、企業を、そして
日本をさらによりよく変えることができると信じているんです。今は時代の転換期
で、従来の古い価値観にとらわれず、新しい価値観で動く人が増え始めています。
こんな時代だからこそ、何も行動を起こさないことこそが最大のリスクだと思うんで
す。何より人生は一度きりなので、本当にやりたいことはやるべき。ずっと後になっ
て悔やみたくないですしね。だから私にとっては、これをやらない理由がないのです。
　私のこれまでの経験から高校生の皆さんに伝えたいことは、１つはやりたいこ
とがあるならどんな小さなことでもいいので一歩踏み出してくださいということ。
口先ばかりで何もやらなかったら何も成し遂げることはできません。失敗しても
いいのです。何もしないことこそが真の失敗です。行動したことによる失敗はむ
しろ評価していい。もう１つは、がんばっている人の足を引っ張ったり、バカにす
ることだけは絶対にやめてほしい。やはり人は応援されたり褒められるとやる気
が出るので、いいことをやった人にはよくやったね、素晴らしいねとぜひ伝えてあ
げてください。これらは人のためになるだけではなく、いつか必ず自分自身に返っ
てきますから。

何もしなければ何も始まらない。
一歩踏み出す勇気をもってください。
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